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プロトコーポレーションについて
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チェンジング・カンパニー
～挑戦し続けることで変化（チェンジング）を生み出す～

企業目標

挑戦を未来の力に変え 夢と感動 楽しい！で 社会に
貢献することを経営理念とする

経営理念

“挑戦を未来の力に変える”

これは、今までとは違う発想や枠組みで物事を捉え、今までにない新しい価値を世の
中に創造すること。私たちプロトは、そう考えています。

だからこそ、目先の利益のためではなく、社会課題の解決や夢の実現につながる、
人々の感情を動かせる、そんな挑戦に私たちはこだわっていきたい。

これからも「夢と感動 楽しい！」の追求を通じて、世の中に新たな価値を生み出し、
真に社会から選ばれる「未来社会のパートナー企業」を目指してまいります。

代表取締役社長

トップ
メッセージ



プロトコーポレーションの主力サービス

3

1977 月刊中古車通信（現：クルマ情報誌グー）創刊

1996 インターネット版 Goo-net（現：グーネット）開始

2011 グーシリーズ全国エリア網羅

2019 モビリティ領域 DX推進

プロトコーポレーションは、クルマ情報メディア「グーネット」を運営

業界最大級の中古車登録台数約50万台を誇る車のポータルサイト。
カーライフ全般をサポートするためのお役立ち情報が満載。
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プロトグループのモビリティ事業の事業領域

＊1 上記の図は、自動車の流通過程の一例です。
＊2 各サービスの提供会社は、P5の主要グループ会社別のセグメント内訳をご覧ください。
＊3 アイコンは icons8を使用しています。https://icons8.com/

新車
ディーラー

乗換提案
動画

中古車販売店

自動車整備工場

中古車輸出

新車ディーラー
向け商談ツールの提供

乗換提案動画の
作成ツールの提供

買取・下取り
査定ツールの提供

オート
オークション

タイヤ・
ホイール販売

中古車鑑定
業務の実施

中古車情報
掲載メディア整備情報掲載メディア

整備鈑金
見積りソフトの提供タイヤ・ホイール販売

中古車の
買取・下取り
が発生

新車販売～乗換 中古車在庫商品化

中古車販売整備・メンテナンス

グループの事業支援

自動車関連情報
プラットフォームの提供

掲載情報の登録

v
プラットフォーム

セグメント
コマース
セグメント

プロトグループは、自動車販売・整備業の経営をトータルサポート



2015.4
タイヤワールド館ベスト株式取得
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売上高 営業利益

* 2022年3月期以降は新収益認識基準となります。
* 2023年3月期以降は2022年5月13日公表の数値となります。

プロトグループの売上高・営業利益の推移

グーのエリア展開
グーのシリーズ展開
サービスのITシフト

M&Aの積極展開

1995.10
グー首都圏版創刊

2001.8
グーバイク創刊
2002.3
グーパーツ創刊

1992.12
グー関西版創刊

営業利益
（億円）
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（計画）

2012.4
グーネットエクスチェンジ株式取得

2013.4
オートウェイ株式取得

2007.6
グー鑑定を首都圏で提供開始

2022.4
コスミックグループ株式取得

データプラットフォーム
構築の推進

事業ポートフォリオの

選択・集中

1996.10
グーネット開始

2013.12
グーピット開設

2015.10
DataLine SalesGuideの提供開始



主要グループ会社別のセグメント内訳
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セグメント サブセグメント 詳細

プラットフォーム

コマース

その他

物品販売

チケット販売

―

メディア：中古車・整備・二輪 プロトコーポレーション、プロトソリューション
鑑定事業 カークレド
アライアンス グーネットエクスチェンジ

新車 プロトコーポレーション
整備板金ソフトウェア販売 プロトリオス

タイヤ・ホイール販売 オートウェイ、タイヤワールド館ベスト
中古車輸出 グーネットエクスチェンジ
物品販売 プロトコーポレーション、プロトソリューション

チケット販売事業 コスミック流通産業

農業・不動産・その他 プロトコーポレーション
BPO プロトソリューション
投資事業 プロトベンチャーズ
太陽光発電 オートウェイ
バスケットボールチームの運営 沖縄バスケットボール

サービス

メディア
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中古車販売・整備業界を取り巻く環境の変化

2023年10月1日 中古車販売価格「支払総額表示」の義務化

販 売 価 格 を 表 示す る場 合 は「 車両 本体 価格 」に
「 諸 費 用 」 を 加え た価 格 を「 支払 総額 」の 名称
を 用 い て 表 示

2024年10月 O B D 検査の導入

消 費者 は、 検索 時に購 入に かか る費 用がわ かり 、
予 期 せ ぬ 諸 費 用、 購入 条 件を 提示 され るこ とが
な く な る

消 費 者 は 、 定 期的 に電 子 装置 の状 態を 確認 する
こ と で 、 目 に 見え ない 電 子制 御機 能に つい ても
安 心 し て 車 に 乗り 続け ら れる

支 払 総 額 表 示 を 希 望 *1 事 故 ・ 故 障 歴 の 有 無 を 重 視 *3 鑑 定 証 の 有 無 を 重 視 *3

約90% 64.8%

*1 一般社団法人 自動車公正取引協議会 『中古車の販売価格の表示が、｢支払総額｣に変わります。』より
*2 当社調べ 『カーユーザーレポート2023』（調査期間2023年2月21日～23日）より

Q.現在主に運転している車の購入時に情報収集で利用したメディアに関して、それぞれのメディアを使って情報収集した内容をすべてお知らせください。
*3 当社調べ 『カーユーザーレポート2020』（調査期間2019年12月10日～11日）及び 『カーユーザーレポート2023』 （調査期間2023年2月21日～23日）より

Q.中古車は同じ車種、同じ価格でも、車両ごとに状態が異なります。以下それぞれの状態に関して、あなたが主に運転している中古車の購入時にどれくらい重視したかをお知らせください。

現 在 の 自 動 車 の検 査（ 車 検） は、 自動 運転 技術
等 に 用 い ら れ る電 子装 置 の機 能確 認に は対 応し
て い な い

63.9%

2023年

2020年
34.6%

2023年

29.6%
2020年

40.5%

各車種の購入相場が知りたい*2

2023年

価格への不安 車両状態への不安

ルールの変更

中古車購入時の消費者の視点
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当社の表明 「健全な中古車業界を目指して」

１. 2023年10月１日から中古車の販売価格が
「支払総額」表示になりました

１.「支払総額」表示の義務化に伴い、
全台支払総額を表示

当社は、消費者に必要な情報の開示を進めます

中古車業界の健全化の考えに賛同いただく中古車販売店が増加し、
消費者に必要な情報の開示が進んでいます

２.「グー鑑定」により修復箇所や傷・凹みの
車両状態情報がわかる第三者機関の鑑定証付き

３. 目視点検で見えない部分もクルマの健康診断で
「見える化」を促進します

２.すでにグーネット上に車両ごとの
「グー鑑定」データを掲載

３. 2024年3月グーネット上に車両ごとの
「グー故障診断」データを掲載開始予定

価格への不安を取り除く 車両状態への不安を取り除く
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当社の表明 「健全な中古車業界を目指して」

第三者機関の日本自動車鑑定協会（JAAA）の鑑定師が
中古車を鑑定、プロが一台一台チェック

外装 内装 機関 骨格

車載式故障診断装置(OBD)を活用し、
クルマの状態が一目でわかる診断書
をアプリを通して自動で発行

１. 「支払総額」表示 ２.「グー鑑定」 ３.「見える化」→グー故障診断

中古車の販売価格は
「支払総額」表示が必須に

「諸費用」の額を
表示することが新たに義務化



PROTO DATA PLATFORMの構築統合データプラットフォーム

当社事業領域と主力サービス

中古車物件情報のデータベース

中古車領域 整備領域 新車領域

中古車検索
（スマホ・アプリ・PC・情報誌）

代表
商品

代表
商品

自動車整備関連情報のデータベース

自動車整備工場検索
（スマホ・アプリ・PC）

中古車残価情報等のデータベース

新車ディーラー
経営支援システム

領域を横断したデータプラットフォームでビジネスの相乗効果を狙う

代表
商品
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当社プラットフォームのビジネスモデル
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クライアント
（中古車販売店/整備工場）

ユーザー

メディア

・中古車検索

・中古車・整備情報登録 （在庫登録）
・ユーザーの問い合わせ対応

課金体系：
MOTOR GATE利用料
（月額固定/在庫台数連動型）
+MOTOR GATE 各種オプション料

・コンテンツ閲覧
・中古車販売店/整備工場
への問い合わせ

・来店予約、オンライン商談予約

課金体系：無料

・自動車関連情報プラットフォーム
(中古車販売店マネジメントシステム)

プラットフォーム

・整備工場検索

プラットフォーム

・新車商談時のコスト比較機能
・乗り換えシミュレーション機能
・将来価格予測機能
・乗換提案書機能

・査定機能

ユーザー

クライアント
（新車ディーラー）

・顧客情報登録
・ユーザー車両情報登録

課金体系：
月額利用料（月額固定）
+各種オプション料

・新車ディーラー担当者より
情報の受領

＊ユーザー向けのメディアを運営し、当該メデ
ィアの掲載管理システムの利用料を受け取る
ビジネスモデル

＊新車ディーラー向けの商談・査定等支援ツー
ルを提供し、当該サービスの利用料を受け取
るビジネスモデル

プラットフォーム（メディア）

プラットフォーム（サービス）



月額単価

57.9千円

中古車領域の取引店舗数と月額単価推移
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*1:対象マーケット（当社調べ） 39,081店舗

*2:解約率は2022年4月～2023年3月までの値です。

*3:Monthly Recurring Revenueの略称です。
対象月の月末時点における継続課金取引先に係わる
月額料金の合計額です。

解約率

2.1%
(12ヶ月平均)

MRR

13.5億円
(2023年12月)

*3

取引店舗数

23,340店舗
(業界シェア59.7％)

*1

0

60

120

0

15,000

25,000

取引店舗数

(単位：店舗）

月額単価

(単位：千円）

前期対比
+3.3％

前期対比
+1.0％

FY23.03              FY24.03              

*2

プラットフォーム
（メディア）

D X商品が評価され、取引店舗数が継続的に成長



月額単価

15.3千円

取引工場数

6,029工場
(業界シェア6.6％)

整備領域の取引工場数と月額単価推移
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5,263 
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*1:対象マーケット 91,946工場
一般社団法人日本自動車整備振興会連合会
認証事業場および指定事業場の推移(2023年3月末集計)

*2:MOTOR GATE PIT INの月額利用料を含みます。

*3:解約率は2022年4月～2023年3月までの値です。

*4:Monthly Recurring Revenueの略称です。
対象月の月末時点における継続課金取引先に係わる
月額料金の合計額です。

解約率

1.3%
(12ヶ月平均)

MRR

0.9億円
(2023年12月)

*4

*1

*2

00

15

30

3,000

6,000

取引工場数

(単位：工場）

月額単価

(単位：千円）

前期対比
+4.5％

前期対比
△0.9％

FY22.03              FY23.03              FY24.03              

*3

プラットフォーム
（メディア）

整備工場のD X推進を支援し、取引工場数が右肩上がりに成長



6,155 6,136 6,175 6,194 6,160 6,135 6,243 6,361 
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新車領域の取引拠点数と月額単価推移
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*1:対象マーケット（当社調べ） 14,300拠点

*2:解約率は2022年4月～2023年3月までの値です。

*3:Monthly Recurring Revenueの略称です。
対象月の月末時点における継続課金取引先に係わる
月額料金の合計額です。

解約率

0.4%
(12ヶ月平均)

MRR

1.4億円
(2023年12月)

*3

取引拠点数

6,447拠点
(業界シェア45.1％)

月額単価

21.3千円

*1

0

20

40

0
0

4,000

8,000

取引拠点数

(単位：拠点）

月額単価

(単位：千円）

前期対比
+4.7％

前期対比
+7.2％

FY22.03              FY23.03              FY24.03              

*2

プラットフォーム
（サービス）

導入後は解約率が低く、取引拠点数が安定的に成長
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中期成長戦略：事業領域の拡大

PROTO DATA PLATFORM

統合データプラットフォーム

当社の既存事業
での積極活用

他社との
データ連携

当社グループ
シナジー強化

M & Aの活用
による

新規事業領域
への展開

統合データプラットフォームを活用した事業領域の拡大



財務方針

持続的な企業価値の向上

成長投資の推進

財務健全性の確保

ステークホルダーへの還元強化

R O E 1 2 ％以上の実現

R O I C を意識した成長投資、事業投資の推進

月商 3 ヶ月程度の現預金保有
自己資本比率 5 0 ％以上

顧客、従業員、株主への還元強化

16

財務戦略

当社グループでは資本コストを意識した経営を推進しており、資本コストを上回る
リターンの持続的な創出を目指しております。その実現に向けて成長投資の推進・
財務健全性の確保・ステークホルダーへの還元強化のバランスのもと、事業成長を
図っていくこととしております。



2022年３月期実績 2023年３月期実績 2024年３月期計画

第２四半期末 17円50銭 17円50銭 17円50銭

期末 17円50銭 17円50銭 25円00銭

年間 35円00銭 35円00銭 42円50銭

連結配当性向 23.9% 31.8% 29.1%

1株当たりの配当金の状況

17

株主還元方針

当社は、経営基盤の強化と同時に株主の皆様に対する利益還元を重要な経営課題と
して認識しており、継続的かつ安定的な配当に留意するとともに、将来の成長に備
えるための内部留保の充実等を総合的に勘案した上で利益還元に努めることを基本
方針といたしております。

こうした基本方針のもと、 2 0 2 4年３月期における期末配当金については、前回予
想の 1 7 . 5 0 円から 7 . 5 0 円増配し、１株につき 2 5 . 0 0 円とさせて頂きました。
これにより、年間配当金予想は 4 2 . 5 0 円となります。

増配を発表（ 2 0 2 4年３月 1 4日）



会社概要

社名

創業

設立

資本金

発行済株式総数

本社

支社

事業年度末

社員数

上場取引所

連結子会社

株式会社プロトコーポレーション

1977年10月1日

1979年6月1日

1,849百万円 （2023年3月31日現在）

41,925,300株 （2023年3月31日現在）

〒460-0006 名古屋市中区葵一丁目23番14号

〒160-0023 東京都新宿区西新宿六丁目18番1号

札幌、仙台、高崎、長野、浜松、名古屋、金沢、大阪、広島、松山、福岡、熊本 (全国35拠点)

3月31日

連結：1,468名 (2023年3月31日現在)

単体： 534名 (2023年3月31日現在) 

東京証券取引所プライム市場、名古屋証券取引所プレミア市場

1. 株式会社オートウェイ

2. 株式会社タイヤワールド館ベスト

3. 株式会社グーネットエクスチェンジ

4. 株式会社プロトリオス

5. 株式会社カークレド

6. 株式会社カーブリックス

7. 株式会社プロトソリューション

8. 株式会社沖縄コールスタッフサービス

9. 株式会社アソシエ

10. 株式会社オニオン

11. 株式会社プロトベンチャーズ

12. プロトベンチャーズ2号投資事業有限責任組合

13. コスミック流通産業株式会社

14. コスミックGCシステム株式会社

15. 沖縄バスケットボール株式会社

16. 沖縄アリーナ株式会社

17. 沖縄スポーツアカデミー株式会社

18. CAR CREDO (Thailand) Co., Ltd.

19. 株式会社UB Datatech （持分法適用関連会社）

（2023年3月31日現在）
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本資料で提供されているIR情報には、将来の見通しに関する情報が含まれています。

これら歴史的事実以外の情報は、当社グループが属する業界の競争、市場、諸制度に

係るリスクや不確実性による影響を受ける可能性があります。その結果、当社が現時

点で把握可能な情報から判断した仮定及び推測に基づく見込みは、将来における実際

の成果及び業績とは異なる場合があり得ることを、ご承知おきください。

株式会社プロトコーポレーション 経理・財務部門 河合・中江

Tel ：052-934-1514

Mail: 4298ir@proto-g.co.jp

将来予測について

本資料及び当社IRに関するお問い合わせ先
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